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H植 栽 密 度 試 験 地 の 設 定

カラマツ林施業 の基礎資料 とす るため、4林i班 に植栽 密度試験地 を設定 した。密度は、ha当

り2,000本 植v4.00G本 植 、6』OO木 植 の5種 とし、1プ ロソ ト面積0.24ha(50

m×80m)、 く り返 し2回 としたので総 面積 は0.24ha×6=ま1・44haで あ る。

(c)北 方 林 の 更新 に関す る現 地 適 応試 験

柿 原 道 喜 。今 田 盛 生

1ト ド マ ツ 、 ア カ エ ゾ マ ツ の 樹 下 植 栽 試 験

北海 道地方 に詮い ては、寒害 を防 ぐ手段 として トドマ ツ、アカエ ゾマ ヅの樹下植栽が 注 目さ

れ てい るが、 この方法 に よると剤(は 、上木 の立木密度 と植栽木 の生長 との関係を 明らか にし

てお く必要 があるレこ のよ うな観点・から、 トドマ ツ、 アカエ ゾマ ツの樹 下植栽試験地 を、 乙林

班 の広葉樹2次 林 内に昭和41年 春設定 し、 上木だ)立木密農 と生長呈 の関係 を検 討 してい るがv

本 年度 において は、 角度加算法に よつて求めた点 密度 と樹 高生長量 との閑係 について検討 をこ

ころみた。

蓬ず 、立木密度 の大小 にわ々 るように、 トドマ ツで は24本 、ア カエ ゾマ ツでは20本 の試

験 木を選び、植哉 後5年 間の樹 高生長葺 を漏定す るとと もに、断面積定数1以 上、2以 上、5

以 上、4以 上 の もの、 与 よび樹冠 の』伸長状況か ら植哉木 の生長に晩響を与 えている と推定 され

る5皿 以 内にあるt、のを対象 とす る5種 類の方法で点密度を求め、 点密 度 と生長号 の関係、 も

つ と も生長量 と相関 の高い点密度 を調べ てみた。

トドマツの場合 には、密度 と生長昂の間に相痴 が認 め られ、疎 開してい るところでは よい生

長 を示すが、密度が増すに し脅がつて減少す る。 また、断面積定数2以 上 のものを用いて求め

た密度が生長量 ともつ とも相関が高い。比較 のた め、 角度通算法(断 面積定数1、2s4)に

よ り求 めた断面積 と生長号 の相関 々係をみた ところ、前者 に くらべ 小 さぐ、 この種の詞査 には

角度 加算法に よるほ うがす ぐれ てい ることが認ゐ られた。 これ に対 し、 ア カエ ゾマ ソの場合 に

は、 密慶 と生長号 の問に相悶 々係 は認 められなかつ た。

太研 究の詳細 は、 筥8p回 日本林学会 大会 で報告 した。



∬ オ ゥ シ ユ ウ ア カ マ ツ の 植 栽 密 度 試 験

最近、 北海 道地 方でかな りの造林がすす め られてい るオ ウシユ ウア カマ ツの施 業上 の基礎 資

料 とす る売め、植 桟密度試験地 を5林 班 の天然林 内疎開地に設定ぜ ろこととし、本年 度は、場

所の選定、植栽位 置の標 示を行 なったo

試 験 方法 は、V.J.ChackUに よつ て提案 された方法 を用いる こととした。そ の内容(考 え万

の基礎、殺計方法、 資料 の分析方法 など)は 同氏 の論文 肇)に 詳細 に述べ られて あるので ここ

で は省略 し、今 回実 施予定で ある方形植 の場合 につ いて、簡 単にそ の概要 を述べ る と次のと於

りである⇔

柳 是木 の位 置は、図 一一1に 示す ように、一定 の比Ct(==DC/AB)で 大 蓬 くなる ように並
'

べ られ寿同心円弧 と一定 の角 θで もつ て順次射出 してい る射 出線 の交点で あ り、次式 に よつて

示 さ濃 るロ ・

1 )  V.  J.Chacko : DESIGNS FOR FORESTRY SPACING  AND THINNING 

EXPERIMENTSPaper of Conference of Advisory (-oupe of Ibrest 

     Statisticians of The InternationPlUnion of Fbrest liesea,rch Organisations 

     Section . 1965

Rn・=Raa(壌)

伽=mθ ・・②

脅だ し

Rn=n番 目の同心 円弧 の半径



θm・=基 線か らm番 目の射 出線まで の角

ま漁、本 図にむい て次式が成 立す る。

AB=Rnθ(3)

AD=BC=」Rn(a一1)..。 。。。(4)

CD===Rnaθ(5)

ほ ぼ 方形に植栽す るため の条件 としては、AB、BC、CD、DAが ほ ぼ同 じで うることが ・

必要で ある。そ のため の条件式 として上式 より次式が導かれ る。

a÷a一1/θ ・… … ・・(6)

また

a >1(7)

各 点 間 の距離が10U/o以 内 の違い であれば同 じとみ なす とす ると、試験計画に適 用され るa

と θの組合せは、(6)式 お よび(7)式 よ り次表 の ようにな る。

Rを い くらにす るか は、 θ、aお よび必要 とす る密度 の範囲が きまれば決定 され る。

本試験 では、 θ==80a==1.15、 最 小聞隔約1m(ha当 り約10,000本)、 最大悶隔 約

5m(ha当 り約tooo本)と し、 くり返 しは5回 とした.立 木密度 の算 出は、Chackoの 万

法 に よるほか、 角度加算法 に よる方法 も併せ行い、 角度加算法 の林業試験へ の応用 を計 る一実

験例に もす る予定で ある。

H外 国 樹 種 造 林 試 験 地 の 設 定

本演習林に知ける造林適樹種判定の資料とするため、現在、北海道地方において植栽されて

いる外国樹種7種 の造林試験地を5林 班に設定した。本試験地は、将来、外国樹種の見本林に

す る予定で、樹種別面積、本数は次のと於りである。



IVト ドマ ツ 人 工 林 林 分 生 長 量 試 験 地 の 設 定

トドマツ入工林施業の基礎資料とするため15林 班5伐 区14隼 生 トドマツ人工林内に、2

'固の休分生長昌試演地を設定した。設定当時の林分樗成は次表 のと壼りでるる。

お広葉樹け、ニ レ、ヤチダモ、クル ミで形質 よく保育す ることによ り優良材 の生産が可能

左 もの


